に 近い 発作に とらわれる のであった。 

家老た ち も、 御 父君 秀康卿 以来の 癇癩を 知ってい 

るた めに、 ただ 疾風の 過ぎる の を 待つ ように 耳 を 塞い 

で 突 伏してい るば かりであった。 

元 和 元年 五月七日の 朝 は、 数日 来の 陰 天 名残りな く 

晴れて、 天色 ことのほか 和 清であった。 

大 坂の 落城 は、 もう 時間の問題であった。 後藤 又 兵 

ながと すすき だはい とのしょう 

衛、 木 村長 門、 薄 田 隼 人生ら 〔# 「隼 人生ら」 は ママ r 

名 ある 大将 は、 六日の 戦いに 多く は 覚悟の 討死 を 遂げ 

てし まって、 ただ 真田 左 衛門ゃ 長 曾 我 部 盛 親 や、 毛 利 



r 義直、 頼 宣の両 卿 を、 とりかわせ 給う により、 先手 

軍 を 始める ことしば らく 延引し、 馬 をば 一 、 一 一町 も 退 

け、 人 々馬より 下り、 槍 を 手に し 重ねての 命 を 待つ ベ 

し」 と、 触れ 渡った。 

家康 も、 今日 を 最後の 手 合せと 見て、 愛子の 義直、 

頼 宣のニ 卿に 兜 首の 一 つで も 取らせて やりたい という 

心が あつたの だろう。 が、 この 布令 をき いた 気早の 

みずの かつな リ 

水 野 勝 成 は、 使番を 尻目に かけながら、 

「はや 巳の 刻に 及び 候。 茶臼 山の 敵陣 次第に かさみ 見 

えて 候。 速 かに 戦い を 取り結びて 然るべ し、 と 大御所 

に 伝えよ」 と 怒鳴った。 が、 この 二人の 使番が 引き取つ 



さえ もんの じょ-つゆき むら えもんと おお 

左 衛門尉 幸 村 父子、 少し 南に 伊木 七郎 右衛門 遠 雄、 渡 

辺 内蔵 助亂、 大谷 大学 吉 胤ら が 固めて、 総勢 六 千 を わ 

ず かに 出て いるに 過ぎな か つ た。 

ことに 越 前 勢 は 目に余る 大 軍な リ、 大将 忠直卿 は 今 

日 を 必死の 覚悟と 見えて、 馬上に 軍配 を 捨てて 大身の 

槍 をし ごきながら、 家臣の 止む る をき かず、 先へ 先へ 

と 馬 を 進められた。 

大将が この 有様で あるから、 軍兵 ことごとく 奮い 

立って、 火水に なれと 戦った から、 越 前 勢の 向う とこ 

なび いよの かみた だまさ 

ろ、 敵勢 草木の ごとく 靡き 伏して、 本 多 伊予 守忠昌 が、 

城 中に て 撃剣の 名 を 得た る 念 流 左 太夫 を 討ち取った を 



の秀康 卿の 子と 生れ、 徳 川の 家に は嫡々 の 自分で ある 

と 思う と、 今日の 武勲 の ごとき は 当然 過ぎる ほ ど 当然 

のように 思われて、 忠直卿 は、 得々 たる 感情が 心のう 

き よ う ゆ う 

ちに 淘湧 する の を 制し かねた。 

「お 祖父 様 は、 この 忠直を 見損のう てお わした のじ や。 

御 本陣に 見参して なんと 仰せられる かきこう」 と、 思 

いっくと、 忠直卿 は 岡 山 口へ 本陣 を 進めて いた 家康の 

膝下に 急いだ ので ある。 

しょ-つぎ 

家康は 牀几に 倚って 諸 大名の 祝儀 を 受けて いたが、 

忠直 卿が 着 到す ると、 わざわざ 牀几 を 離れ、 手 を 取つ 

て 引き寄せながら、 



忠直卿 は、 大名と して 生れて 初めて、 立 聞き をす る 

という 不思議な 興味 を 覚えて、 思わず 注意 を、 その 方 

へ 集中 させた。 

二人 は、 四阿から は 三 間と は 離れない 泉水の 汀で、 

立ち止まつ ている らしい。 左 太夫 は、 心 持 声 を 潜めた 

らし <、 

「時に、 殿のお 腕前 を どう 思う？」 と、 きいた。 右近 

が、 苦笑 をしたら しい 気配が した。 

「殿のお 噂 か！ 聞え たら 切腹 物 じ やのう」 

「陰で は 公方のお 噂 もす る。 どうじ や、 殿のお 腕前 

は？ 真実のお 力量 は？」 と、 左 太夫 は、 かなり 真剣 



れて、 ただ 型ば かりに 槍 を 振った だけであった。 

五 人目に 現れた の は、 大島左 太夫であった。 彼 は 今 

日の 忠直 卿の 常軌を逸した とも 思われる 振舞いに つ い 

て、 微かながら e 憂 を 懐く 一人であった。 無論、 彼 は 

自分の 主君が、 自分た ちの 昨夜の 立 話 を 立 聞きした 当 

の 本人で あろうと は、 夢にも 思って いなかった。 が、 

昨夜、 夜更けの 庭に 耳に した 咳 払の 主が、 主君に 自分 

たち を讒 したので は あるまい かとい う 微かな 懸念 は 

持って いた。 彼 は 常よりも 更に 粛然として、 主君の 前 

に 頭 を 下げた。 

「左 太夫 か！」 と、 忠直卿 は ある 落ち着き を、 示そう 



真 槍で 立ち 向うならば、 彼ら も 無下に 負け はしまい、 

秘術 を 尽くして 立ち 向う に違いない。 さすれば 自分の 

真の 力量 も 分かる。 もし そのために、 自分が 手 を 負う 

ことがあっても、 偽りの 勝利に 狂喜して いるよりも、 

どれほど 気持が よい か 知れぬ と、 心のう ちで 思った。 

「それ！ 真 槍の 用意いた せ」 と、 忠直 卿が 命ずる と- 

か ねて 用意して あつたの だろう、 小姓が 二人、 各々 一 

本の 大身の 槍 を 重たそう に もたげて、 忠直卿 主従の 間 

に 持ち出した。 

「それ！ 左 太夫 用意せ い！」 といいながら、 忠直卿 

は 手 馴れた 三 間柄の 長 槍の 穂 鞘 を 払った。 



から、 理不尽な 辱し め を 受け、 老の 目に 涙 を 流しな が 

ら、 口惜しが つた。 彼 は、 故中納 言秀康 卿が、 ありし 

世の 寛仁 大度な 行跡 を 思い起しながら、 永ら えて 恥 を 

得た 身 を 悔いた。 正直な 丹 後 は、 盤面に 向って 追従 

負け をす るよう な 卑劣な 心 は、 毛頭 持って いなかった。 

が、 もう 忠直 卿の 心に は、 家臣の 一 挙 一 動 は、 すべ 

て 一 色に しか 映ら なくなつ ていた。 

老人 は、 その 日 家へ 帰る と、 式服 を 着て 礼 を 正し、 

皺 腹 を かき 切って、 惜しから ぬ 身 を 捨てて しまった。 

忠直卿 御 乱行と いう 噂が、 ようやく，. 封 境の 内外に 

伝わる ようになった。 



直 卿 は 自分 を 囲う 偽りの 膜から 身 を 脱出し 得た ように ■ 

すがすがしい 心 持が した。 

五 

これまでの 忠直卿 は、 国老 たちのい うこと は、 何 か 

につけて よく 聞かれた。 まだ 長吉 丸と いっていた 十三 

歳の 昔、 父秀康 卿の 臨終の 床に 呼ばれて、 「父の 亡から 

ん後 は、 国老 どもの 申す こと を 父が 申す ことと 心得て 

さと 

よく 聞かれよ」 と 諭された こと を、 大事に 守って いた- 

が、 この頃の 彼 は、 国政 を 聞く 時に も、 すべて を 僻 



んで 解釈した。 家老た ちが、 ある 男 を 推薦して 褒め 立 

てると、 彼 は その 男が 食わせ 者の ように 思われて、 そ 

の 男 を 用うる こと を、 意地に かかって 拒んだ。 国老た 

ちが、 ある 男の 行跡の 非難 を 申し上げて、 閉門の 至当 

である こと を 主張す ると、 忠直卿 は、 その 男が 硬直な 

士 であるよ うに 思われて、 いっかな 閉門 を 命ずる こと 

を 許さなかった。 

越前領 一帯、 その 年 は 近年 希な 凶作で、 百姓の 困苦 

一方ではなかった。 家老た ち は、 袖 を 連ねて 忠直 卿の 

御前に^で、 年貢米の 一 部 免除 を 願い^で た。 が、 忠 

直 卿 は、 家老た ちが 口 を 酸っぱく して 説けば 説く ほど、 



らの 中の 何人が 彼 を 愛し 返した だろう。 忠直 卿が 愛し 

て も、 彼ら は 愛し 返さなかった。 ただ、 ^かとして 服 

従 を 提供した だけで ある。 彼 は、 今 も 自分の 周囲に 多 

くの 人間 を 支配して いる。 が、 彼ら は忠直 卿に 対して、 

人間と しての 人情の 代りに、 服従 を 提供して いる だけ 

である。 

考えて みると、 忠直卿 は 恋愛の 代用と しても 服従 を 

受け、 友情の 代りに も 服従 を 受け、 親切の 代りに も 服 

従 を 受けて いた。 無論、 その 中には 人情から 動いて い 

る 本当の 恋愛 も あり、 友情 も あり、 純な 親切 もあった 

かも 知れなかった。 が、 忠直 卿の 今の 心 持から 見れば、 



六 

しかし、 忠直 卿の 乱行 も、 無限に は 続かなかった。 

ほ -っ ら つ 

放埒が たび 重なるに つれて、 幕府の 執政た る 土 居 

おおいの かみと しかつ こうずけ のす け まさず み ひそか 

大炊頭 利 勝、 本 多 上野 介 正 純 は、 私に 越 前 侯 廃絶の 

策 をめ ぐらした。 が、 剛強 無双の 上に、 徳川家に は 摘々 

たる 忠直 卿に、 正面から こと を 計って は、 いかなる 大 

変 を ひき 起す かも 分からぬ ので、 ついに は、 忠直 卿の 

御 生母なる 清涼 尼 を 越 前へ 送って、 将軍家の 意 を それ 

となく 忠直 卿に 伝える， ，1 とに した。 

よろこ 

忠直卿 は、 母君との 絶えて 久しき 対面 を 欣 ばれた が、 
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